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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 本 発 明 の 分 離 機 能 層 の 被 覆 は ポ リ マ ー を コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 、 コ ー テ ィ ン グ し た ポ リ
マ ー を さ ら に 架 橋 す る 方 法 、 モ ノ マ ー を 多 孔 性 支 持 膜 の 膜 面 で 重 合 す る 方 法 、 あ る い は 多
孔 性 支 持 膜 の 膜 面 で 界 面 重 縮 合 す る 方 法 で 行 う こ と が 出 来 る 。 特 に 、 本 発 明 で 言 う 表 面 に
尖 端 が 略 球 状 の 突 起 を 有 す る 分 離 機 能 層 は 多 孔 性 支 持 膜 の 膜 面 で 界 面 重 縮 合 す る 方 法 で 得
る こ と が 出 来 る 。 こ の 際 、 界 面 重 縮 合 の 各 溶 液 の 濃 度 、 添 加 剤 を 変 え る こ と に よ っ て 略 球
状 の 突 起 の 大 き さ を 制 御 す る こ と が 出 来 る 。 ま た 水 と 非 混 和 媒 に 炭 素 数 ７ 以 上 の 炭
化 水 素 を 用 い る こ と も 本 発 明 の 分 離 機 能 層 を 得 る た め に 効 果 が あ る 。
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